
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は住宅やビルの建築、設備、改装、解体工事等において木材、鋼材、パイプ等を
切断するのに使用される に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
電動モータにより駆動される往復動形式の切断工具としてセーバソーがある。セーバソー
は、周知の如く、一般に直線のこ刃（以下ブレードという）を装着した往復動軸（以下プ
ランジャという）を往復駆動させブレードによって切断するものである。
【０００３】
　セーバソーによる切断作業においては、ブレードの往復運動方向に切断反力が発生する
。このため図１に示す如く ーバソー本体１に取り付けられたベース固定部材２の先端
に、ブレード５の往復移動方向に対して概ね直角な向きにベース３を装着し、ベース３を

10

20

JP 3709748 B2 2005.10.26

往復動可能なブレードを有するセーバソー本体に取付けられるベース固定部材と、該ベ
ース固定部材の先端に回動可能に装着され、被切断材に押し当てられるベースと、該ベー
スのブレード側上方をセーバソー本体側に付勢するスプリングとを備えたことを特徴とす
るセーバソー

セーバソー

、セ



被切断材１０に押し当てるようにしていた。
【０００４】
ベース３を被切断材１０に押し当てることにより、被切断材１０とブレード５の位置を一
定に保つと共に、ブレード５の往復運動方向に発生する切断反力を受け止めるようにして
作業性を向上させていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながらかかるセーバソーにおいては、ブレード５の往復動のたびに被切断材１０と
ベース３が衝突し、これによって発生する振動が作業者に与える疲労の大きな要因となっ
ていた。
【０００６】
また、ベース３はベース固定部材２に回動可能に取り付けられ、被切断材１０に対してセ
ーバソー本体１が安定するような構造としている。しかしながら、ベース３が図２に示す
ような角度で被切断材１０に押し当てられた場合、すなわちベース３のベース固定部材２
近傍の下方部が被切断材１０に押し当てられた場合、切断位置がベース３の上方部によっ
て遮られ、切断位置が見づらいという問題があった。なお図３は、ベース３のベース固定
部材２より上方の部分が被切断材１０に押し当てられた場合を示し、この場合にベース３
が切断位置を遮ることはない。
【０００７】
本発明の目的は、上記した従来技術の欠点をなくし、振動を少なくすると共にベースが作
業者の視線を遮ることがないようにして作業性を低下させないようにすることである。
【０００８】
【課題を解決する手段】
上記した目的は、ベースの上方をセーバソー本体側に付勢するスプリングを設けることに
より達成される。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下実施形態を示した図４～図６を参照して本発明を説明する。
【００１０】
ベース３はピン６を介してベース固定部材２に回動可能に装着され、ピン６に巻回された
スプリング４の一端はベース３の下方に押し当てられ、スプリング４の他端はベース固定
部材２に押し当てられる。なおベース３にはブレード５が貫通する穴が設けられている。
【００１１】
この結果、ベース３はその上方がセーバソー本体１側に付勢されるので、図６に示す如く
、ベース３の下方部を被切断材１０に押し当てたとしても、ベース３が視線を遮る恐れは
少なくなる。また切断反力によりベース３と被切断材１０が衝突を繰り返したとしても、
スプリング４が緩衝するようになるので、衝突に起因する振動が小さくなり、結果として
作業性の低下を防止できるようになる。
【００１２】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、ベースが作業者の視線を遮る恐れが少なくなると共
に切断反力によってベースと被切断材が衝突を繰り返してもスプリングによって緩衝する
ようになって、振動が小さくなり、作業性の低下を防止できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のセーバソーの一例を示す要部断面側面図。
【図２】図１のセーバソーによる切断作業状態を示す説明用斜視図。
【図３】図１のセーバソーによる切断作業状態を示す説明用斜視図。
【図４】本発明ベース装置の一実施形態を示す側面図。
【図５】図７の平面図。
【図６】本発明ベース装置の作用を示す説明用側面図。
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【符号の説明】
1はセーバーソー本体、２はベース固定部材、３はベース、４はスプリング、５はブレー
ド、６はピン、１０は被切断材。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(3) JP 3709748 B2 2005.10.26



【 図 ６ 】
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